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目的 

高齢者のスポーツや健康維持のために筋

力強化が注目されている.しかし,高齢者に

おける筋力強化では,安全性の面で個々の

評価が必要である.近年,生体電気インピー

ダンス（以下 BI）法に基づく,体脂肪や筋肉

量の推定が行われるようになり,生活習慣

病の予防などに広く用いられている.しか

し,現在の体脂肪計の推定値は若年者の検

討からなされたもので,これを高齢者に用

いることには検討が必要である. 

対象 

対象者は,60才以上の健康な男女（以下高

齢者）76名（平均年齢66.6±4.3歳）で,男性

46名,女性30名であった.対象者の身体的特

徴を表1に示す. 
 
 
 
 

 
 

表1 対象者の身体的特徴 

 

方法 

下肢全長のMRIを撮像して,3次元モデル

化解析ソフト（LEXI社製：ZED VIEW）に

て,下肢筋肉量を求めた.また,大和製衡社製

の多周波方式によるインピーダンス計（以

下BI計）を用いて,下肢のBIから下肢筋肉量

の推定値を求めた.（図1）そして,MRIの測

定値とBIを用いた推定値について,ピアソ

ンの相関分析にて比較した. 
BI計の推定精度については,20-59才の一

般健常者（以下若年者）214名（男性109名,
女性105名）を対象に,大和製衡社がDEXA
除脂肪量を基準とした推定式を算出してお

り,相関係数が男性0.939,女性0.886で,推定

精度を確保している.今回,この推定式が高

齢者においても適応できるかを検討した. 
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図1 MRI像と身体組成計測 

 

結果 

高齢者においても相関係数は男性 0.877,
女性0.908と高い値を示し,MRIの筋肉量と

BI からの推定値との相関に問題はなかっ

た.（図 2） 
 

 
図 2 MRI 測定値と BI 推定値の関係 

 
 
 
 
 

 
表 2 MRI の筋肉量に対する各 BI 値の関係 

 
次に MRI 筋肉量に対する各 BI 値の関係

を表 2 に示す。高齢者の偏相関係数では,男
性の低周波-0.723,高周波 0.760,女性低周波

-0.695,高周波 0.766で,すべてにおいて若年

者よりも高い値を示した.表 2 に示す偏相関

係数とは個々のインピーダンスの独立性を

表しており,推定式における重み付けを意

味する. 

考察 

1．身体組成推定式 
表 3 に身体組成推定式の一例を示す 1）.

一般に推定式は身長,体重,低周波 BI,高周波

BI などを説明変数とする重回帰分析から

作成されている. 
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表 3 身体組成推定式 

 
 
2．BI 法の原理 

電気は水分の多い組織に流れ,水分の含

まない組織には流れないという特性を持っ

ており,電流は除脂肪組織（fat free mass: 
FFM）を通過し,脂肪組織と骨組織には通過

しない. 
BI値によるFFM測定では,通常長さは身

長に置き換えられ,身長の 2 乗÷ BI 値が基

本式となる 2）.正確に FFM などを推定する

には,2 種類の周波数を使用し,低い周波数

の BI 値からは細胞外の水分量を,高い周波

数の BI 値から総体水分量（細胞外＋細胞内

液）を,両者の差から細胞内の水分量が推定

できる 3）4）.筋肉のほとんどは水分でできて

いるため,一般的に,細胞内に水分の多い人

は筋肉が多く,逆に細胞外に水分が多い人

は,むくみなどの関連から脂肪が多いとさ

れ,低周波 BI は肥満度を表す指標とするこ

とができる. 
今回の結果から,高齢者において若年者

の推定式を用いても問題がなく推定できる

ことが分かった.しかし, MRI筋肉量に対す

るBI値の偏相関係数では,高齢者の方が若

年者よりも良好という結果を示し,特に低

周波BIにおいて差が大きく,高齢者では肥

満との相関が高いと考えられた.また山本

ら1）は加齢に伴う体水分量の変化について,
細胞外液が増加し細胞内液が減少すると述

べており,このことからも,より正確に推定

を行うためには高齢者向けの推定式が必要

と考えられた. 

まとめ 

1. 高齢者に対し,下肢の BI から下肢筋肉

量の推定を行った. 
2. 既存にある若年者の推定式でも,高齢者

の推定が可能であることがわかった. 
3. 高齢者に対してより高い推定精度を確

保するためには,高齢者用の推定式の必

要性が示唆された. 
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